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事 業 報 告（2018年４月１日から2019年３月31日まで）

1．企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過およびその成果

当期におけるわが国経済は、自然災害の影響を受けたものの、政府による経済政

策や日銀の金融政策の効果により、企業収益や雇用環境が改善しており、また2020

年に開催される東京オリンピック・パラリンピックに向けて経済活動が活発化する

など、引き続き緩やかな回復基調を維持しております。しかし、米中の貿易摩擦、

欧米における政治動向やわが国近隣における地政学的リスクの顕在化など、海外経

済に関する不確実性もあり、先行き不透明な状況も続いております。

リース業界におきましては、公益社団法人リース事業協会統計（速報値）におけ

る2018年度のリース取扱高が全体で4兆9,894億円、前年度比3.3％増となりました。

　

このような環境下、当社グループでは前期より開始した中期経営計画「Real

Change 2020」に沿って、様々な経営課題に対処しつつ事業を展開してまいりまし

た。

営業面におきましては、成長分野や独自性発揮分野を中心とした新たな取組や、

株主グループ・戦略パートナーとの連携を強化しつつ、国内外への積極的な営業展

開を行いました。具体的には、ICT分野における国内外の取引基盤拡大、就農移住者

向けリースパッケージ、AI潅水施肥システムおためしプランなどの農業分野におけ

る商品ラインアップ強化、三井物産株式会社および農林中央金庫との合弁である北

米鉄道貨車オペレーティングリース会社を通した貨車投資拡大、認可保育園・天然

温泉付ホテルなどの不動産分野における事業領域の拡大、社内ベンチャーキャピタ

ル・ファンドを活用した出資など様々な施策を展開することにより、専門性を極め

たユニークな営業の柱の構築による収益の多様化、戦略的アライアンスを通じた事

業推進力の強化に注力してまいりました。

管理面におきましては、経営・営業戦略に応じた資源配分を実施するとともに、

多様な価値を創出するダイバーシティや労働生産性向上を企図したワークライフバ

ランス（働き方改革）を推進し、また、企業成長の基盤となる「規律あるマネジメ

ント態勢」の確立に向け、事務体制高度化や業務プロセス改善を通じた業務全体の

最適化、ビジネスフィールドの拡大に応じたコンプライアンス態勢・リスク管理態

勢の強化に努めてまいりました。

資金調達面におきましては、引き続き調達の多様化と安定化を進め、コスト抑制

に努めました。なお、株式会社日本格付研究所より取得している長期格付「Ａ」およ

び短期格付「Ｊ‐１」、ならびに株式会社格付投資情報センターより取得している長

期格付「Ａ－」および短期格付「a‐１」については、それぞれ実施したレビューにより

同格付を維持しております。
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以上の結果、当期の業績は以下のとおりとなりました。

契約実行高は、引き続きリスク・リターンのバランスを踏まえて案件を選別しつ

つ、積極的な事業展開を行った結果、前期比0.2％減の5,894億円となり、営業資産

残高は、前期末比4.1％増の1兆5,768億円となりました。

セグメント別の営業資産残高は、リース事業では前期末比3.3％増の1兆427億円、

割賦事業では前期末比0.1％減の1,278億円、ファイナンス事業では前期末比6.1％増

の3,877億円となりました。

売上高は前期比0.5％増の4,523億円、売上総利益は前期比3.4％増の487億円、営

業利益は前期比12.1％増の244億円となり、増収増益を確保いたしましたが、経常利

益は、円安進行に伴う外貨建金銭債務に係る為替差損の計上により、前期比2.5％減

の237億円となり、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比5.9％減の161億円とな

りました。

総資産は前期末比643億円増加して1兆7,106億円となり、純資産は前期末比62億円

増加の2,202億円、自己資本比率は前期末比0.1％低下して12.7％となりました。

当社といたしましては、将来の事業拡大に必要な自己資本の状況を考慮しつつ、

グループ業績に応じた適正な利益配分を安定的に行うことが重要な経営目標のひと

つであると認識しており、当期末の株主配当につきましては、普通株式および種類

株式とも１株当たり87円の配当をさせていただきたいと存じます。
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(2) 対処すべき課題

①会社経営の基本方針

　当社グループは、グループ経営理念を以下のとおり定め、株主をはじめとして、

顧客、従業員、投資家、地域社会等様々なステークホルダーへの責任を果たしてま

いります。

＜経営理念＞

　Real Challenge, Real Change

　私たちは金融の枠組みを超えて、
　お客様の思い描くビジネスの将来を、
　ともに見つめ、育み、実現することに挑戦し続けます。
　より良い社会と未来のために。

　 Leasing Our Passion
　 ＪＡ三井リースグループ

②中期的な会社の経営戦略および対処すべき課題

今後のわが国経済は、政府による経済対策や日銀による金融緩和の効果もあり、

引き続き緩やかに景気回復していくことが期待されますが、異次元の金融緩和継続

による軟調な金融市況や国内リース市況の成熟による料率競争の激化など、当社業

界を取り巻く環境は厳しさを増しております。

このような環境のもと、当社グループでは、2017年度より中期経営計画「Real

Change 2020」に取組んでおります。この計画は、これまで推進してきた変革と挑戦

のマインドを承継・発展させ、大胆にビジネスモデルを変革し独自性を追求してい

くこと、および独自性発揮により当社グループのプレゼンス向上と企業価値の最大

化を目指していくことを目標として掲げ、以下を経営上の課題と位置づけておりま

す。2019年度におきましては、前年度の実績を踏まえつつ、課題解決に向けた更な

る具体的施策の取組を推進してまいります。

（経営課題）

　ⅰ）専門性を極めたユニークな営業の柱の構築による収益の多様化

　 ・「モノ」「事業」「金融」起点のユニークなビジネス強化

　 ・成長分野、独自性発揮分野への注力

　 ・国内外エリアビジネスの収益力強化

　ⅱ）戦略的アライアンス、買収を通じた事業推進力の強化

　ⅲ）経営資源の戦略的配分と成長を後押しする多様な人材力の強化

　ⅳ）企業成長の基盤となる「規律あるマネジメント態勢」の確立
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これからもグループ役職員一同、一層努力してまいる所存でございます。株主の

皆様はじめ関係各位におかれましては、今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りま

すよう心よりお願い申し上げます。

(3) 財産および損益の状況の推移

① 企業集団の財産および損益の状況の推移
（単位：百万円）

区 分 第８期 第９期 第10期
第11期

(当連結会計年度)

売 上 高 426,963 439,100 450,308 452,376

経 常 利 益 29,604 21,776 24,410 23,791

親会社株主に帰属する当期純利益 17,791 15,477 17,192 16,176

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 240円99銭 209円65銭 232円88銭 219円12銭

総 資 産 1,557,797 1,587,254 1,646,301 1,710,625

純 資 産 194,337 205,229 214,052 220,297

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を
第11期の期首から適用しており、第10期の数値につきましては、遡及適用した数値で表示して
おります。

② 当社の財産および損益の状況の推移
（単位：百万円）

区 分 第８期 第９期 第10期 第11期（当期)

売 上 高 314,427 331,298 327,475 344,830

経 常 利 益 25,302 14,368 14,774 12,643

当 期 純 利 益 17,943 10,957 10,482 9,054

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 243円06銭 148円43銭 142円00銭 122円65銭

総 資 産 1,313,568 1,313,705 1,358,377 1,390,676

純 資 産 166,563 171,487 176,526 177,527

(4) 主要な事業内容

当社グループの事業は、主として機械設備等各種物品のリース、割賦およびファ

イナンスであり、また各事業に関連するサービス等の事業活動を展開しております。
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(5) 主要な拠点

① 当社

国 内

本 社 東京都中央区

支 店 札幌、盛岡、仙台、宇都宮、さいたま、千葉、横浜、長野、新潟、

金沢、静岡、名古屋、大阪、岡山、広島、高松、九州（福岡）

　 国 外

支 店 台北

(注) 2019年４月１日付にて、千葉支店、横浜支店および九州（福岡）支店を廃

　 止しております。

② 子会社

国 内 東京都中央区、福岡県福岡市、大阪府大阪市

国 外 ニューヨーク、ジャカルタ、シンガポール

(6) 重要な子会社の状況

会 社 名 資本金
議決権
比 率

主な事業内容

％

近畿総合リース株式会社 812百万円 94.92 総合リース業

ＪＡ三井リース九州株式会社 750百万円 100.00 総合リース業

ＪＡ三井リースオート株式会社 300百万円 100.00 自動車および車両の賃貸および売買

ＪＡ三井リースアセット株式会
社

200百万円 100.00 中古機器販売業、保険代理店業、各種事
務代行業

ＪＡ三井リース建物株式会社 100百万円 100.00 不動産の賃貸

JA Mitsui Leasing Capital
Corporation

US$ 197,900千 100.00 米国および周辺諸国でのリース、金融等
台湾での半導体製造設備リース

PT. Mitsui Leasing Capital
Indonesia

Rp 3,500億 99.99 インドネシアでの自動車販売金融等

(注) 1. 議決権比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。
2. ＪＡ三井リース九州株式会社は、2018年４月１日付けにて株式会社西日本総合リースより

商号変更致しました。
3. JA Mitsui Leasing Capital Corporationの議決権比率には、当社が100.00％出資する

子会社JA Mitsui Leasing USA Holdings, Inc.が所有している議決権比率100.00％を含み
ます。

4. PT.Mitsui Leasing Capital Indonesiaの議決権比率には、当社が99.99％出資する子会社
PT.Matahari Artha Nusantara が所有している議決権比率14.99％を含みます。

5. 当事業年度末日において特定完全子会社に該当する子会社はありません。
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(7) 従業員の状況

① 企業集団の従業員数

従業員数 前連結会計年度末比増減

1,936名 50名増

(注)1．従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）
であります。

2. 従業員数には、臨時従業員（契約社員、パートタイマー、派遣社員）251 名（年間平均雇用
人数）は含まれておりません。

　

② 当社の従業員数

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

761名 20名増 41.1歳 15年2か月

(注)1．従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）
であります。

2. 従業員数には、臨時従業員（契約社員、パートタイマー、派遣社員）104 名（年間平均雇用
人数）は含まれておりません。

(8) 企業集団の主要な借入先の状況

借 入 先 期末借入金残高

百万円

農林中央金庫 110,916

株式会社三井住友銀行 74,308

三井住友信託銀行株式会社 74,297

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 72,078

株式会社みずほ銀行 71,422

(9) 事業の譲渡、合併等企業再編行為等

　 当社は、2018年12月27日開催の取締役会におきまして、2019年４月１日を効力発

生日として、当社の事業のうち九州地域における機械設備など各種物品のリース、

割賦、ファイナンスおよび各事業に関連するサービスなどの事業につき、当社子会

　社であるＪＡ三井リース九州株式会社に承継させる吸収分割契約を締結することを

決議し、同日これを締結いたしました。
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2．会社の株式に関する事項
(1) 発行可能株式総数 普通株式： 168,000,000株

第Ⅰ種種類株式： 16,000,000株

第Ⅱ種種類株式： 50,000,000株

第Ⅲ種種類株式： 16,000,000株

(合 計： 250,000,000株)

(2) 発行済株式の総数 普通株式： 32,415,296株

第Ⅰ種種類株式： 4,077,528株

第Ⅱ種種類株式： 33,448,582株

第Ⅲ種種類株式： 3,883,500株

(合 計： 73,824,906株)

(3) 株主数 普通株式： 207名

第Ⅰ種種類株式： １名

第Ⅱ種種類株式： ２名

第Ⅲ種種類株式： １名

(4) 大株主（上位10社）

株 主 名
持 株 数(株)

合計株式
持株比率普通株式

第 Ⅰ 種
種類株式

第 Ⅱ 種
種類株式

第 Ⅲ 種
種類株式

合計株式

農 林 中 央 金 庫 10,827,249 4,077,528 16,724,291 31,629,068 42.84％

三井物産株式会社 10,178,944 16,724,291 3,883,500 30,786,735 41.70％

全国農業協同組合連合会 940,500 940,500 1.27％

株式会社三井住友銀行 914,200 914,200 1.23％

三井住友信託銀行株式会社 912,100 912,100 1.23％

三井住友海上火災保険株式会社 769,700 769,700 1.04％

三井生命保険株式会社 745,700 745,700 1.01％

株式会社西日本シティ銀行 740,000 740,000 1.00％

三井住友トラスト保証株式会社 708,664 708,664 0.95％

全国共済農業協同組合連合会 653,125 653,125 0.88％
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3．会社役員に関する事項
(1) 取締役および監査役の氏名等

氏 名 地 位 担当および重要な兼職の状況

古 谷 周 三 代 表 取 締 役 経営全般、ＣＣＯ、内部監査部

中 山 和 夫 代 表 取 締 役 経営全般、営業全般、海外業務（海外現地法人、
海外支店を含む）

下 平 薫 夫 取 締 役 経営企画部、営業企画部

庄 司 雅 典 取 締 役 人事総務部、法務部、審査部、債権管理部

八 木 正 展 取 締 役 農林中央金庫 常務執行役員

佐 藤 真 吾 取 締 役 三井物産株式会社 常務執行役員
モビリティ第一本部長

菊地原 伸 一 取 締 役 三井物産株式会社 執行役員
コーポレートディベロップメント本部長

大河原 秀一郎 取 締 役 全国農業協同組合連合会 本所 総合企画部長

頃 末 広 義 取 締 役 株式会社三井住友銀行 常務執行役員

下別府 俊 也 取 締 役 三井住友信託銀行株式会社 常務執行役員

渡 邉 邦 夫 常 勤 監 査 役 ＪＡ三井リースオート株式会社 非常勤監査役
近畿総合リース株式会社 非常勤監査役

渡 邊 哲 也 常 勤 監 査 役 ＪＡ三井リース九州株式会社 非常勤監査役
ＪＡ三井リース建物株式会社 非常勤監査役
ＪＡＭＬモールマネジメント株式会社 非常勤監査役

塚 本 英 巨 監 査 役 アンダーソン・毛利・友常法律事務所 パートナー

(注) 1. 監査役 渡邉邦夫、渡邊哲也、塚本英巨の各氏は、社外監査役であります。
2. 取締役のうち、八木正展、佐藤真吾、菊地原伸一、大河原秀一郎、頃末広義、下別府俊也

の各氏は、非常勤取締役であります。
3. 当期中に新たに就任した取締役および監査役は、次のとおりであります。

氏 名 地 位 就任年月日
八 木 正 展 取 締 役 2018年６月28日
菊地原 伸 一 取 締 役 2018年６月28日
頃 末 広 義 取 締 役 2018年６月28日
塚 本 英 巨 監 査 役 2018年６月28日

4. 当期中に退任した取締役および監査役は、次のとおりであります。
氏 名 地 位 退任年月日

奥 和 登 取 締 役 2018年６月28日
藤 谷 泰 之 取 締 役 2018年６月28日
南 均 取 締 役 2018年６月28日
清 塚 勝 久 監 査 役 2018年６月28日

5． 責任限定契約の概要
当社は、非常勤取締役及び社外監査役の全員とそれぞれ会社法第423条第1項の損害賠償責
任を限定する契約を締結しております。当該契約における損害賠償責任の限度額は、金100
万円または法令に定める額のいずれか高い額であります。
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6. 当社は、経営における意思決定、監督機能と業務執行機能の分担の明確化、執行機能の拡
充によるコーポレートガバナンス体制の強化を図るため執行役員制度を導入しており、
2019年３月31日現在の執行役員の状況は次のとおりであります。

(注) ※印の執行役員は、取締役を兼務しております。

氏 名 役 位 管掌・担当・委嘱

※　古谷 周三 社長執行役員 経営全般、ＣＣＯ
管掌：内部監査部

※　中山 和夫 副社長執行役員 経営全般、営業全般
管掌：海外業務（海外現地法人、海外支店を含む）

※　下平 薫夫 専務執行役員 管掌：経営企画部、営業企画部

※　庄司 雅典 専務執行役員 管掌：人事総務部、法務部、審査部、債権管理部

　川瀬 浩孝 専務執行役員 管掌：農林水産本部（エリア営業に関すること）
エリア営業本部、関東・甲信越営業本部
関西・中四国営業本部、九州営業本部

　栗田 達郎 常務執行役員 管掌：機械本部、環境・メディカル本部

　岡田 忠明 常務執行役員 管掌：グローバル営業本部、ＩＣＴ事業本部

　曽我 道正 常務執行役員 管掌：コンプライアンス統括部
システムイノベーション部、業務企画部

　西村 浩 常務執行役員 管掌：農林水産本部（エリア営業に関することを除く）
ＪＡ三井リースオート株式会社（営業に関すること）
協同ライフケア株式会社（営業に関すること）

　春原 博 常務執行役員 管掌：流通産業本部
ＪＡ三井リース建物株式会社（営業に関すること）
ＪＡＭＬモールマネジメント株式会社（営業に関する
こと）

　三木 篤行 常務執行役員 管掌：三井営業本部、船舶・輸送本部

　田中 嘉典 常務執行役員 管掌：財務部、経理部
海外現地法人・海外支店（経営管理に関する補佐）
委嘱：経理部長

　小野 武彦 執 行 役 員 委嘱：ＪＡ三井リース九州株式会社 代表取締役社長

　堀江 元 執 行 役 員 委嘱：PT．Mitsui Leasing Capital Indonesia
President Director

　平沢 良明 執 行 役 員 委嘱：環境・メディカル本部長

　高橋 佳靖 執 行 役 員 委嘱：法務部長

　長崎 正晃 執 行 役 員 委嘱：エリア営業本部長

　土井 清視 執 行 役 員 委嘱：JA Mitsui Leasing USA Holdings,Inc.
Chief Executive Officer
兼 JA Mitsui Leasing Capital Corporation Director
兼 President 兼 Branch Manager, Taipei Branch
兼 JAML MRC Holding,Inc. Director

橘川 文男 執 行 役 員 委嘱：システムイノベーション部長

保﨑 隆行 執 行 役 員 委嘱：営業企画部長

井野 真吾 執 行 役 員 委嘱：経営企画部長
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4．会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称

　 有限責任監査法人 トーマツ

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等 86百万円

当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他
の財産上の利益の合計額

122百万円

(注)1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融

商品取引法に基づく監査の報酬等の額を区分しておりませんので、金融商

品取引法に基づく監査の報酬等を含めて記載しております。

2. 当社の重要な子会社のうち、JA Mitsui Leasing Capital Corporation及び

PT. Mitsui Leasing Capital Indonesiaは、当社の会計監査人以外の監査

法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む）の監

査を受けております。

3. 当社監査役会は、会計監査人が実施する必要な監査項目について、監査計

画内容、並びに過年度の監査実績や同業・同規模他社との比較における報

酬単価の妥当性を確認し、当事業年度の報酬額見積りの算定根拠等の必要

な検討を行った結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の

同意を行っております。

5．業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議の内容の
概要および当該体制の運用状況

(1) 業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議の内容

当社は、取締役会において、会社法および会社法施行規則に基づき、業務の適正

を確保するための体制整備に向けた基本方針（内部統制システム基本方針）を決

議しております。その内容は以下のとおりであります。

① 取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制およ

び使用人（執行役員および職員。以下同じ）の職務の執行が法令および定款に適

合することを確保するための体制

・ 当会社は、法令を遵守し、公正で自由な競争を心がけ、高い倫理観のもと適法

かつ誠実な事業活動を行うことを経営の最重要課題の一つとして位置付け、企

業に求められる社会的責任を自覚して行動することにより、ステークホルダー

から信頼される経営体制の確立を図る。

・ 当会社は、内部監査部門を設置し、当会社およびその子会社における職務執行
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の法令等遵守状況に関し、内部監査を実施し、子会社に対しては子会社による

内部監査の指導等に当たる。

・ 当会社は、当会社およびその子会社の取締役および使用人に共通して適用する

行動規範を定め、当会社および子会社の取締役および使用人が遵守すべき法令

等とその基準を明確化するとともに、啓蒙資料等を配布するほか、倫理観を高

めるための研修プログラム等を整備する。

・ 当会社は、法令および定款その他社内諸規程に違反する行為（違反行為と思わ

れる疑義行為を含む）が生じた場合に、当会社および子会社の取締役および使

用人が、報告・相談できるように、通報・相談窓口を設置し、その利用方法等

について社内に周知する。

・ 当会社は、コンプライアンスプログラム、コンプライアンス態勢等を企画・モ

ニタリングする部門を設置するなど、コンプライアンスに関する施策を総合的

な観点から検討するための体制を整備する。

・ 当会社は、反社会的勢力に対しては、対応部門を設置し、外部専門機関等と連

携を図り、反社会的勢力に関する情報収集に努めるなど、反社会的勢力と一切

の関係を遮断し、不当・不法な要求に対して毅然として排除する体制を整備す

る。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

・ 当会社においては、文書の保存および管理に係わる諸規程を定め、重要な会議

の議事録のほか、取締役の職務執行に係わる記録文書（電磁的記録を含む）の

保存期限および管理方法を明確化し、適切に保存および管理を行う。

・ 当会社は、情報セキュリティに関する方針・基準を定め、文書およびデータの

ほか、これに関連するシステム等の関連機器、施設を含めた情報資産全般に対

して総合的な安全対策を講じる。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

当会社が管理すべき損失の危険（以下「リスク」という。）を、当会社の目的で

あるリースおよびファイナンス事業の展開に伴って能動的に取得する信用リス

ク、アセットマーケットリスク、金融市場リスク、流動性リスクと、オペレー

ショナルリスクに分類する。当会社においては、これらリスク項目を統合的に

管理するため、リスクマネジメント方針を定め、管理体制を明確化したうえで、

関連部門による組織横断的な検討や取り組みが図られるよう体制を整備する。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・ 当会社は、執行役員制度を導入し、経営の監督と執行の分離を図るとともに、

組織、業務分掌および職務権限に関する諸規程を定め、適切かつ効率的な意思

決定が行われる体制を整備する。
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・ 当会社は、取締役会に付議する当会社経営全般に関する基本方針および重要事

項について事前審議を行うとともに、取締役会が決定した経営全般に関する方

針・諸規程等に基づき、重要事項の審議・決定を行う会議体として経営会議を

設置する。

・ 当会社は、内部統制に係わる枠組み整備全般および業務プロセスの設計監理を

行う部門を設置する。また、これらの適切性・有効性の評価・検証は内部監査

部門が行う。

・ 当会社の業務の効率性確保については、オペレーショナルリスク管理と一体的

な運用の取り組みを行うものとし、関連部門による組織横断的な検討や取り組

みが図られるよう体制を整備し、業務プロセス上の改善点の抽出と専門的かつ

総合的な対策の検討を行い、その結果を定期的に経営会議に報告させ、審議す

ることにより、必要な措置が講じられるよう手当てする。

⑤ 財務報告の信頼性を確保するための体制

・ 当会社は、株主・取引先等の利害関係者に対して、適正な財務情報を提供して

いくことが、社会的な信用の維持・向上を図るうえでの必須要件であるものと

認識し、財務報告の信頼性を確保するための体制を整備する。

・ 当会社は、財務報告の信頼性を確保するため、経理規程および関連諸規程を定

めるとともに、財務報告の信頼性確保に向けての阻害要因が発生するリスクを

管理する。

⑥ 当会社およびその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための

体制

・ 当会社は、子会社の管理に関する規程を定め、当会社とその子会社の間におい

て協議または報告する体制等を整備することにより、各社の経営管理を行う。

また、子会社に対しては、業務計画の策定を義務づけるとともに、その実施状

況のモニタリング・評価を行う。

・ 当会社は、前記①から⑤までの各種体制を子会社に対して整備させ、その整

備・運営状況の報告を求めるとともに、不備等がある場合は適宜指導・管理を

行う。

⑦ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用

人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性に関する事項および監査役の

当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

・ 監査役は、監査役監査に関する諸規程にもとづいて、代表取締役と協議のうえ、

期間を定め、当会社職員を監査業務の補助に当たらせることができる。

・ 監査業務の補助に当たる職員は、当該期間中、取締役または所属組織の管理職
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の指揮命令系統から離脱し、監査役の指揮命令のみに従う。

・ 監査業務の補助に当たる職員の人事異動、人事評価、懲戒処分等については、

あらかじめ監査役の意見を聴取し、当該意見を尊重する。

⑧ 取締役および使用人が監査役に報告をするための体制、子会社の取締役、監査役

および使用人からの報告を受けた者が監査役に報告をするための体制、その他監

査役への報告に関する体制

・ 取締役は、当会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見したときは、

直ちに当該事実を監査役会に報告する。

・ 当会社は、当会社およびその子会社からの内部通報に対応する部門を設置する

とともに、当該部門は、当会社およびその子会社からの内部通報の状況につい

て監査役に報告する。

⑨ 監査役へ報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けな

いことを確保するための体制

　 当会社は、適正な目的により監査役へ報告を行った当会社およびその子会社の

取締役および使用人に対し、当該報告を行ったことを理由として不利な取扱い

を行うことを禁止し、その旨を周知する。

⑩ 監査役の職務執行について生ずる費用に係る方針

　 当会社は、監査役がその職務の執行について生ずる費用等を精算するために、

適切な予算を確保するとともに、監査役が請求する費用等について、監査役の

職務執行に必要でないと認められた場合を除き、その費用の全てを負担する。

⑪ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・ 監査役は、法令、定款、監査役監査に関する諸規程にもとづき、取締役会のほ

か、重要な社内会議に出席することができるとともに、これらの議事録ならび

に取締役および使用人の職務執行に係わる記録文書をいつでも閲覧することが

できる。

・ 監査役は、取締役および使用人に対して、各々の職務の執行状況について、報

告を求めることができる。

・ 監査役は、内部監査部門長に対して、内部監査に係わる方針、状況、結果等に

関する報告を求めることができる。
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(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況

業務の適正を確保するための体制の運用状況は以下のとおりであります。

① コンプライアンスに関する取組状況

当社は、業務を行うに際して適用を受ける会社法、貸金業法、金融商品取引法

等各種法令その他諸規則等の遵守を含むコンプライアンス運営体制強化と実効

性確保を目的に、年度毎にコンプライアンスプログラムを策定しております。

これに基づき、各種コンプライアンス研修や意識調査の実施、内部通報体制の

整備等を行うとともに、不正防止・発見のために定期的にモニタリングを実施

しております。これらの内容・結果については、原則月１回および必要に応じ

て随時開催するコンプライアンス委員会にて審議・報告することにより、管理

体制の評価と不正防止策の策定などを通じ内部管理体制の強化に取り組んでお

ります。

なお、当期におきましては、不正行為やハラスメントなどに対する牽制および

未然防止の観点から、コンプライアンス規程を改正する（施行日は2019年４月

１日）とともに、内部通報制度に係る社外窓口として社外民間専門機関を追加

するなど管理体制の一層の強化に取り組んでおります。

② 損失の危険の管理に関する取組状況

当社の管理すべき損失の危険（以下「リスク」という）の管理につきましては、

リスクマネジメント方針にて、リスク特性に応じた管理担当部門（以下「個別

リスク管理担当部門」という）を定め、リスク管理体制の構築、リスク評価・

把握およびリスク状況モニタリングを行っております。また、これらリスクを

統合的に管理するために、統括部門を定め、個別リスク管理担当部門と連携し、

組織横断的にリスクコントロールを行い、重要な事項につきましては、原則四

半期毎および必要に応じて随時開催する統合リスク管理委員会にて審議・決定

を行っております。なお、リスク毎の管理に関する取組状況につきましては、

以下のとおりであります。

ⅰ）信用リスク、アセットマーケットリスク

　 審査部門を中心としてカントリーリスクを含めた個別案件審査を慎重に行うと

ともに、重要な案件等については、原則週１回および必要に応じて随時開催す

る審議会にて、案件の選別を行っております。また、案件取組後も取引先の信

用状況をモニタリングすると共に、差入れられた担保等の価値を踏まえながら

貸倒引当金を計上する方法により管理しております。さらに、外部データや当

社がこれまで蓄積したデータに基づく独自の信用格付システムによって格付を

付与すると共に、格付別にシーリング額を設定することによってリスク分散を

図りながらポートフォリオ管理を行っております。また、オペレーティングリ

ース取引など期中または期日返済原資を当該リース物件の中古売却回収金に依
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拠する取組に関しては、物件中古市場の変動リスクを常時注視しながら、物件

価格のリスクを統計的に推計する手法により計量化し、リスク量の把握に努め

ています。そのうえで、統合リスク管理委員会にて、資産残高調整の検討等を

行い、これらリスクのコントロールに努めております。

ⅱ）金融市場リスク、流動性リスク

当社の資産運用と資金調達における金利形態や契約期間等のミスマッチによっ

て生じる金利変動リスクや流動性リスクについて、財務部門を中心として、内

外市場金利の動向を常時注視しながら、統計的に推計する手法によって計量化

し、リスク量の把握に努めています。そのうえで、統合リスク管理委員会にて、

マーケット情勢の分析を踏まえた当該リスク量に対応するヘッジ検討を行い、

リスクコントロールに努めております。

ⅲ）オペレーショナルリスク

オペレーショナルリスクのうち、システムリスクについては、原則月１回およ

び必要に応じて随時開催するシステム統制委員会にて、事務リスク等その他リ

スクについてはコンプライアンス委員会にて、その対応を検討・審議するとと

もに、統合リスク管理委員会へ報告することにより、全社リスクの網羅的な把

握を行っております。また、当社の業務の過程にて生じる業務事故等により顕

在化したオペレーショナルリスクの低減に向けた取組として、業務企画部門お

よびコンプライアンス統括部門を中心として、業務事故等の社内情報公開によ

る注意喚起を図るほか、各部門に設置するコンプライアンス担当者を対象とし

て、原則半期毎にオペレーショナルリスク管理・業務事故の再発防止対応等の

研修を実施し、コンプライアンス担当者を通じて再発防止策の全社周知を図っ

ております。

なお、当期においては、より体系的なリスクアセスメントを行うべく、リスク

管理の枠組みを見直すとともに、リスクの対応などにつき検討・審議する会議

体の再整理を行い、来期よりその運用を開始することとしました。

③ 取締役の職務執行の適正性および効率性の確保に関する取組状況

取締役会は、原則月１回および必要に応じて随時開催し、経営に関する重要な

事項等の意思決定および業務執行の監督を行っております。また、当社では取

締役会において選任された執行役員が業務執行を担当し、業務執行の最高意思

決定機関として経営会議を設置しております。経営会議は全ての役付執行役員

により構成され、原則月２回および必要に応じて随時開催し、取締役会に付議

する経営全般に関する基本方針および重要事項について事前審議を行うととも

に、取締役会が決定した経営全般に関する方針・諸規程等に基づき、重要事項

の審議・決定を行っております。また、各種委員会において審議・報告された

事項のうち重要な事項につきましては、取締役会および経営会議へ報告するこ
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ととしております。

④ 当社およびその子会社から成る企業集団の業務の適正の確保に関する取組状況

関係会社の経営管理につきましては、関係会社管理規程にて、その統括部門を

定め、同規程に基づいて、連結経営体制および関係会社管理体制の構築・整備

等を行っております。また、コンプライアンス統括部門や審査部門などの関係

部門は、統括部門と連携し、連結経営の観点から必要な指導・助言等を行って

おります。なお、関係会社からは、定期的に経営状況に関する報告を受けると

ともに、関係会社に関する重要な意思決定については、当社の取締役会および

経営会議等で審議・決定を行っております。

⑤ 内部監査および監査役監査の状況

内部監査については、内部監査部を社長管掌の独立した組織として設置し、年

度当初に経営会議で承認を受けた内部監査計画に基づき、全社における事業運

営活動が、事業計画および各種法令・規程に準拠し適切に行われているか等を

中心に監査を行っております。また、監査役監査については、監査役３名で実

施しており、取締役会に出席するほか、常勤監査役２名については、経営会議

その他重要な会議に出席し、取締役の職務執行の監査を行っております。

なお、内部監査部、監査役および会計監査人は相互に連携し、効果的かつ効率

的な監査の実施に努めております。

さらに、常勤監査役２名が主要な国内関係会社の監査役を兼務し監査するなど、

当社グループ全般の監査の実効性向上に努めております。
　

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
(注) 本事業報告中の記載金額および株式数は、単位未満の端数を切り捨てて表示し

ております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2019年３月31日現在） (単位：百万円)

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

割 賦 債 権

リース債権及びリース投資資産

営 業 貸 付 金

その他の営業貸付債権

賃 貸 料 等 未 収 入 金

そ の 他 の 営 業 資 産

有 価 証 券

商 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

賃 貸 資 産

賃 貸 資 産

賃 貸 資 産 前 渡 金

社 用 資 産

無 形 固 定 資 産

賃 貸 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

破 産 更 生 債 権 等

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

1,543,209

32,069

8

139,328

940,979

300,092

80,048

3,628

13,161

1,387

6,887

28,747

△3,131

167,415

103,243

101,422

101,384

38

1,821

3,628

413

2,617

597

60,543

41,944

3,032

5,659

11,836

△1,929

流 動 負 債 900,251

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 43,478

短 期 借 入 金 245,500

１年内償還予定の社債 20,000

１年内返済予定の長期借入金 129,422

コマーシャル・ペーパー 374,966

債権流動化に伴う支払債務 27,623

リ ー ス 債 務 9,374

未 払 法 人 税 等 3,701

割 賦 未 実 現 利 益 11,473

賞 与 引 当 金 1,534

役 員 賞 与 引 当 金 21

資 産 除 去 債 務 1,347

そ の 他 31,808

固 定 負 債 590,076

社 債 80,000

長 期 借 入 金 429,021

債権流動化に伴う長期支払債務 45,364

繰 延 税 金 負 債 2,653

退 職 給 付 に 係 る 負 債 6,516

預 り 保 証 金 25,245

資 産 除 去 債 務 447

そ の 他 827

負 債 合 計 1,490,328

純 資 産 の 部

株 主 資 本 221,180

資 本 金 32,000

資 本 剰 余 金 66,281

利 益 剰 余 金 122,898

その他の包括利益累計額 △3,622

その他有価証券評価差額金 3,142

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △86

為 替 換 算 調 整 勘 定 △5,692

退職給付に係る調整累計額 △985

非支配株主持分 2,739

純 資 産 合 計 220,297

資 産 合 計 1,710,625 負 債 純 資 産 合 計 1,710,625
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連 結 損 益 計 算 書

（2018年４月１日から
2019年３月31日まで） (単位：百万円)

科 目 金 額

売 上 高 452,376

売 上 原 価 403,675

売 上 総 利 益 48,700

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 24,279

営 業 利 益 24,420

営 業 外 収 益

受 取 利 息 88

受 取 配 当 金 358

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 467

そ の 他 99 1,014

営 業 外 費 用

支 払 利 息 296

社 債 発 行 費 149

為 替 差 損 1,194

そ の 他 2 1,643

経 常 利 益 23,791

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 24

投 資 有 価 証 券 売 却 益 233 258

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 4

減 損 損 失 0

投 資 有 価 証 券 評 価 損 3

関 係 会 社 整 理 損 5

ゴ ル フ 会 員 権 売 却 損 2 16

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 24,034

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 7,344

法 人 税 等 調 整 額 156 7,501

当 期 純 利 益 16,532

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 356

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 16,176
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連結株主資本等変動計算書

（2018年４月１日から
2019年３月31日まで） (単位：百万円)

　

株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当 期 首 残 高 32,000 66,282 113,588 211,870

(当連結会計年度中の変動額)

剰 余 金 の 配 当 　 　 △6,865 △6,865

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

　 　 16,176 16,176

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△0 △0

株主資本以外の項目
の連結会計年度中
の変動額（純額)

　 　 　 　

連結会計年度中の変動額合計 － △0 9,310 9,310

当 期 末 残 高 32,000 66,281 122,898 221,180

その他の包括利益累計額
非 支 配

株主持分
純資産合計そ の 他

有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

為替換算
調整勘定

退職給付に
係る調整
累 計 額

その他の
包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 4,366 △81 △4,102 △1,094 △911 3,093 214,052

(当連結会計年度中の変動額)

剰 余 金 の 配 当 　 　 　 　 　 　 △6,865

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

　 　 　 　 　 　 16,176

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△0

株主資本以外の項目
の連結会計年度中
の変動額（純額)

△1,224 △4 △1,590 108 △2,710 △354 △3,065

連結会計年度中の変動額合計 △1,224 △4 △1,590 108 △2,710 △354 6,244

当 期 末 残 高 3,142 △86 △5,692 △985 △3,622 2,739 220,297
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連結注記表

　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等)
１．連結の範囲に関する事項

　(1) 連結子会社の数 28社

主要な連結子会社名は、「事業報告1.(6)重要な子会社の状況」に記載しております。

匿名組合グレイプリース他１社については、当連結会計年度において匿名組合契約が終了したこ

とにより、連結の範囲から除外しております。

　(2) 主要な非連結子会社の名称等

　Dyna Shipholding Pte.Ltd.

エストレラリース㈲

(連結の範囲から除いた理由)

非連結子会社のうち、Dyna Shipholding Pte.Ltd.他60社は、主として匿名組合方式による賃貸

事業等を行っている営業者であり、その資産、負債及び損益は実質的に当該子会社に帰属しない

ため、連結の範囲から除外しております。

また、エストレラリース㈲他15社については、小規模会社であり合計の総資産、売上高、当期純

損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれも連結計算書類に重要な影

響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する事項

　(1) 持分法を適用した関連会社数 11社

みちのくリース（株）

Mitsui Rail Capital,LLC 他９社

　(2) 持分法を適用しない非連結子会社又は関連会社のうち主要な会社等の名称

Dyna Shipholding Pte.Ltd.(非連結子会社)

エストレラリース㈲(非連結子会社)

(持分法を適用しない理由)

非連結子会社のうち、Dyna Shipholding Pte.Ltd.他60社は、主として匿名組合方式による賃貸

事業等を行っている営業者であり、その損益は実質的に当該子会社に帰属しないため、持分法の

適用範囲から除外しております。

非連結子会社のエストレラリース㈲他15社は、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持
分に見合う額)等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、
かつ、全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、PT. Mitsui Leasing Capital Indonesia他３社の決算日は12月31日、JAML自然

エネルギー投資事業有限責任組合他１社の決算日は１月31日であります。なお、連結計算書類の作

成にあたっては同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、

連結上必要な調整を行うこととしております。

また、匿名組合イオランダリースの決算日は９月30日でありますが、連結計算書類の作成にあたっ

ては、３月31日で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。
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４．会計方針に関する事項

　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

　 満期保有目的の債券……… 償却原価法

　 その他有価証券

　 時価のあるもの………… 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

　 時価のないもの………… 移動平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合に類する組合への出資（金融商品取引

法第２条第２項により有価証券とみなされるもの）については、組

合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を

基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

② デリバティブ……………… 時価法

③ たな卸資産………………… 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）

　(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 賃貸資産

見積賃貸期間を償却年数とし、見積賃貸期間終了時に見込まれる処分価額を残存価額として、

当該期間内に定額で償却する方法を採用しております。

一部の賃貸資産については、有形固定資産は定率法を採用しております。ただし、1998年４月

１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設

備については、定額法を採用しております。また、無形固定資産は定額法を採用しておりま

す。

② その他の固定資産

有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除

く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用

しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ３年～18年

器具備品 ２年～20年

無形固定資産

定額法を採用しております。ただし、自社利用のソフトウェアについては社内における利用

可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

　(3) 繰延資産の処理方法

社債発行費

支出時に全額を費用処理しております。

　(4) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については倒産確率を基礎として算定した率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計

上しております。

なお、破産更生債権等については、債権額から回収が可能と認められる額を控除した残額を取

立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は2,555百万円であります。

② 賞与引当金

従業員の賞与の支給に充てるため、翌期支給見込額のうち当連結会計年度に対応する額を計上

しております。
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③ 役員賞与引当金

役員の賞与の支給に充てるため、翌期支給見込額のうち当連結会計年度に対応する額を計上し

ております。

　(5) 重要な収益及び費用の計上基準

① ファイナンス・リース取引に係る売上高及び原価の計上基準

リース料を収受すべき時にリース売上高とリース原価を計上する方法によっております。

② オペレーティング・リース取引に係る売上高の計上基準

リース契約期間に基づくリース契約上の収受すべき月当たりのリース料を基準として、その経

過期間に対応するリース料を計上しております。

　(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、為替差額は損益に計上

しております。

在外連結子会社の資産及び負債は、各社の決算日の直物為替相場により、収益及び費用は各社の

期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配

株主持分に計上しております。

　(7) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジを採用しております。なお、振当処理の要件を満たしている通貨スワップについて

は振当処理を、特例処理の要件を満たしている金利スワップについては特例処理を採用してお

ります。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

金利スワップ取引

金利通貨スワップ

ヘッジ対象

営業貸付金及び借入金

リース債権及びリース投資資産

③ ヘッジ方針及びヘッジ有効性評価の方法

資産及び負債から発生する金利変動リスクをヘッジし、資産・負債・損益を総合的に管理

（ALM）し、安定した収益を確保する目的で、経営会議で定められた社内規程に基づきデリバテ

ィブ取引を行っております。

ヘッジの開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動

及びキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、両者の変動額を基礎として判断しております。

特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。

　(8) のれんの償却方法及び償却期間

５年間の定額法により償却しております。

　(9) その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

① 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる

方法については、期間定額基準によっております。

数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、発生年度に全額一括処理しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（９～19年）による定額法により按分した額を、発生年度の翌連結会計年度から費

用処理しております。

② 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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(表示方法の変更)
連結貸借対照表

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）に伴う、

「会社法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号 平成30年３月26日）を

当連結会計年度から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示する方法に変更しました。

この結果、前連結会計年度において「流動資産」に区分しておりました「繰延税金資産」（前連結会

計年度4,117百万円）は、当連結会計年度においては「投資その他の資産」の「繰延税金資産」5,659

百万円に含めて表示しており、前連結会計年度において「流動負債」に区分しておりました「繰延税

金負債」（前連結会計年度2百万円）は、「固定負債」の「繰延税金負債」2,653百万円に含めて表示し

ております。

(連結貸借対照表に関する注記)
１．担保に供している資産及び対応する債務

　(1）担保に供している資産

割 賦 債 権 5,767百万円

リース債権及びリース投資資産 69,111百万円

営 業 貸 付 金 25,184百万円

そ の 他 の 営 業 貸 付 債 権 10,656百万円

投 資 有 価 証 券 1,053百万円

そ の 他 （投 資 そ の 他 の 資 産） 15百万円

合 計 111,789百万円

　(2）担保提供資産に対応する債務

１ 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 7,548百万円

債 権 流 動 化 に 伴 う 支 払 債 務 27,623百万円

長 期 借 入 金 15,238百万円

債権流動化に伴う長期支払債務 45,364百万円

合 計 95,776百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額

賃 貸 資 産 の 減 価 償 却 累 計 額 47,141百万円

社 用 資 産 の 減 価 償 却 累 計 額 1,905百万円

３．保証債務等

　 他の会社の金融機関からの借入債務等に対する保証

M&M Shipholding Pte.Ltd. 4,548百万円

Mitsui Rail Capital,LLC 2,740百万円

ICE GAS LNG Shipping Co.,Ltd. 1,506百万円

その他 883百万円

合 計 9,679百万円
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４．期末日満期手形

連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当連結会計年度の末日は金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が当連

結会計年度末残高に含まれております。

受 取 手 形 40百万円

割 賦 債 権 に 係 る 預 り 手 形 164百万円

リ ー ス 債 権 及 び リ ー ス 投 資

資 産 に 係 る 預 り 手 形
16百万円

その他の営業貸付債権に係る預り手形 800百万円

そ の 他 の 預 り 手 形 100百万円

支 払 手 形 466百万円

(連結株主資本等変動計算書に関する注記)
１．発行済株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
末の株式数

発行済株式

　普通株式 32,415千株 － － 32,415千株

　第Ⅰ種種類株式 4,077千株 － － 4,077千株

　第Ⅱ種種類株式 33,448千株 － － 33,448千株

　第Ⅲ種種類株式 3,883千株 － － 3,883千株

合計 73,824千株 － － 73,824千株

　
２．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　 2018年６月28日開催の第10回定時株主総会決議による配当に関する事項

　 ・配当金の総額 6,865百万円

　 ・１株当たり配当額 普通株式 93円

　 第Ⅰ種種類株式 93円

　 第Ⅱ種種類株式 93円

　 第Ⅲ種種類株式 93円

　 ・基準日 2018年３月31日

　 ・効力発生日 2018年６月29日
　
　(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　 2019年６月27日開催予定の第11回定時株主総会において、次のとおり付議いたします。

　 ・配当金の総額 6,422百万円

　 ・１株当たり配当額 普通株式 87円

　 第Ⅰ種種類株式 87円

　 第Ⅱ種種類株式 87円

　 第Ⅲ種種類株式 87円

　 ・基準日 2019年３月31日

　 ・効力発生日 2019年６月28日

　 なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。
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(金融商品に関する注記)
１．金融商品の状況に関する事項

　(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、銀行借入れによる間接金融のほか、コマーシャル・ペーパーや社債の発行、債

権流動化による直接金融によって資金調達を行い、中核のリース事業及び割賦販売、営業貸付な

どの金融サービス事業を展開しております。これらの事業に関して、特定業種や特定企業への集

中化リスクを回避するとともに、与信ポートフォリオにおける信用リスク量（一定の信頼区間に

おける信用VaRと信用コストの差額）を定期的に計量し健全性の維持に努めております。

借入金、コマーシャル・ペーパー、社債等の資金調達については、財務安定性の観点から資金調

達手段の多様化、取引金融機関の分散などに努めるほか、金融情勢の変化に機動的に対応するた

め、資産・負債の統合管理（ALM）を実施しており、その一環としてデリバティブ取引も行って

おります。デリバティブ取引は、リスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わな

い方針です。

　(2) 金融商品の内容及びそのリスク

当社グループが保有する金融資産は、主として国内の取引先に対するリース債権、リース投資資

産、割賦債権、営業貸付金であり、顧客の契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒され

ております。

金融機関からの借入金、コマーシャル・ペーパー及び社債は、金融・資本市場の機能が顕著に低

下した場合などに、通常の資金調達を通じた資金の量の確保が困難になる流動性リスクに晒され

ております。また、変動金利の借入については金利の変動リスクに晒されておりますが、一部は

金利スワップ取引を行うことにより当該リスクを回避しております。外貨建のリース・割賦及び

貸付取引については、為替の変動リスクに晒されておりますが、外貨建の借入により為替の変動

リスクを減殺しております。

デリバティブ取引には資産・負債の統合管理（ALM）の一環で行っている金利スワップ取引があ

ります。当社グループでは、これをヘッジ手段として、ヘッジ対象である借入金に関わる金利の

変動リスクに対してヘッジ会計を適用しております。これらのヘッジ開始時から有効性判定時点

までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、両者

の変動額等を基礎にして、ヘッジの有効性を評価しております。

　(3) 金融商品に係るリスク管理体制

　 ① 信用リスクの管理

当社グループは、当社の信用リスクに関する管理諸規程に従い、営業債権について、個別案件

ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、内部格付、特定の顧客（与信先）や業種への過

度な与信集中リスクを回避するためのシーリング制度の適用、保証や担保の設定、問題債権へ

の対応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。また、信用リスク量（一定の信

頼区間における信用VaRと信用コストの差額）を定期的に計量し、分析・モニタリングを行っ

ております。

　 ② 市場リスクの管理

当社グループは、保有する資産及び負債を統合的に管理（ALM）の上、金利の変動リスクを管

理しております。「リスクマネジメント方針」において、リスク管理方法や手続等の詳細を定

め、統合リスク管理委員会において、金融市場動向の情報分析、金利変動リスクポジションの

把握・確認、今後の対応方針の協議・承認を行っております。為替の変動リスクに関して個別

の案件ごとに管理しております。なお、金利変動リスクの定量的分析として、期末後の金利リ

スクの合理的な予想変動幅を用いて損益に与える影響額を算定しており、金利以外の全てのリ

スク変数が一定であることを仮定し、2019年３月31日現在、指標となる金利が10ベーシス・ポ

イント（0.1％）上昇したものと想定した場合には、金融資産及び金融負債の時価は1,775百万
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円減少するものと把握しております。

　 ③ 資金調達に係る流動性リスクの管理

当社グループは、ALMを通して、適時に会社全体の資金管理を行うほか、一定の現預金残高の

維持、資金調達手段の多様化、複数の金融機関からのコミットメントラインの取得、市場環境

を考慮した長短の調達バランスの調整などによって、流動性リスクを管理しております。

　(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定され

た価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、

異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。また、注記事項「デリバテ

ィブ取引関係」における契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リス

クを示すものではありません。
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２．金融商品の時価等に関する事項

当連結会計年度末における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり

であります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、含めておりません。

(単位：百万円)

連結貸借対照表
計上額

時価 差額

(1) 割賦債権 (*1) 127,854

　 貸倒引当金 (*2) △582

127,272 127,952 679

(2) リース債権及びリース投資資産 940,979

　 見積残存価額 (*3) △34,695

　 貸倒引当金 (*2) △1,229

905,054 927,409 22,355

(3) 営業貸付金 300,092

　 貸倒引当金 (*2) △871

299,220 299,858 637

(4) その他の営業貸付債権 80,048

　 貸倒引当金 (*2) △200

79,848 80,904 1,056

(5) 有価証券及び投資有価証券

　 満期保有目的の債券 3,474 3,473 △1

　 その他有価証券 14,699 14,699 －

(6) 破産更生債権等 3,032

　 貸倒引当金 (*2) △1,506

1,526 1,526 －

資産計 1,431,096 1,455,824 24,727

(1) 短期借入金 245,500 245,500 －

(2) コマーシャル・ペーパー 374,966 374,966 －

(3) 債権流動化に伴う支払債務 (*4) 3,000 3,000 －

(4) 社債(*5) 100,000 99,253 △746

(5) 長期借入金 (*6) 558,444 560,290 1,846

(6) 債権流動化に伴う長期支払債務 (*7) 69,988 70,468 479

負債計 1,351,899 1,353,479 1,580

デリバティブ取引 (*8)

　 ① ヘッジ会計が適用されていないもの 281 281 －

　 ② ヘッジ会計が適用されているもの 92 92 －

デリバティブ取引計 374 374 －
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(*1) 繰延処理した割賦未実現利益を割賦債権より控除しております。
(*2) 対応する貸倒引当金を控除しております。
(*3) リース投資資産に含まれる見積残存価額を控除しております。
(*4) 債権流動化に伴う支払債務に含まれる１年内返済予定の債権流動化に伴う長期支払債務を控除

しております。
(*5) １年内償還予定の社債を含めております。
(*6) １年内返済予定の長期借入金を含めております。
(*7) 債権流動化に伴う支払債務に含まれる１年内返済予定の債権流動化に伴う長期支払債務を含め

ております。
(*8) デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

(注１) 金融商品の時価の算定方法及びデリバティブ取引に関する事項

資 産

(1) 割賦債権、(2) リース債権及びリース投資資産、(3) 営業貸付金 及び(4) その他の営業貸付債権

変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、契約先の信用状態が実行後大きく異なっ

ていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価額によっております。一方、固定

金利によるものは、債権の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を同様の新

規契約を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算定しております。また、貸倒懸念債権に

ついては、担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は決算

日における連結貸借対照表価額から貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額をもって時

価としております。

(5) 有価証券及び投資有価証券

株式の時価は取引所の価格、債券の時価は取引先金融機関から提示された価格によっております。

(6) 破産更生債権等

破産更生債権等については、担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定している

ため、時価は決算日における連結貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額に近似してお

り、当該価額をもって時価としております。

負 債

(1) 短期借入金、(2) コマーシャル・ペーパー 及び(3) 債権流動化に伴う支払債務

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によって

おります。

(4) 社債

当社グループの発行する社債のうち、変動金利の発行によるものは短期間で市場金利を反映してお

り、また、当社の信用状態は発行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似している

と考えられるため、当該帳簿価額によっております。固定金利の発行によるものは一定の期間ごとに

区分した当該社債の元利金の合計額を当該期末に同様の発行において想定される利率で割り引いて現

在価値を算定しております。

(5) 長期借入金 及び(6) 債権流動化に伴う長期支払債務

長期借入金のうち、変動金利によるものは短期間で市場金利を反映し、また、当社グループの信用状

態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該

帳簿価額によっております。固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該長期借入金の元

利金の合計額(*)を当該期末に同様の借入において想定される利率で割り引いて現在価値を算定して

おります。

(*) 金利スワップの特例処理の対象とされた長期借入金については、その金利スワップのレートによ

る元利金の合計額

デリバティブ取引

時価の算定方法は、取引先金融機関から提示された価格によっております。

ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引のうち金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ

対象とされている長期借入金と一体として処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価
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に含めて記載しております。

(注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

非上場株式等（連結貸借対照表計上額25,158百万円）については、市場価格がなく、かつ、将来キャ

ッシュ・フローを見積もること等ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、

「資産(5) 有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。

(１株当たり情報に関する注記)
１．１株当たり純資産額 4,838円64銭

２．１株当たり当期純利益 219円12銭
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貸 借 対 照 表
（2019年３月31日現在） (単位：百万円)

　

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

割 賦 債 権

リ ー ス 債 権

リ ー ス 投 資 資 産

営 業 貸 付 金

その他の営業貸付債権

賃 貸 料 等 未 収 入 金

そ の 他 の 営 業 資 産

前 渡 金

前 払 費 用

短 期 貸 付 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

賃 貸 資 産

社 用 資 産

無 形 固 定 資 産

賃 貸 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 貸 付 金

破 産 更 生 債 権 等

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

1,269,680

23,430

8

90,919

182,073

566,567

109,868

79,027

1,108

12,164

10,178

2,014

185,120

8,350

△1,151

120,995

16,414

15,527

887

3,054

357

2,132

565

101,526

26,547

41,053

21,897

2,395

52

3,423

7,500

△1,344

流 動 負 債 729,110

支 払 手 形 4,464

買 掛 金 30,051

短 期 借 入 金 101,630

１年内償還予定の社債 20,000

１年内返済予定の長期借入金 111,707

コマーシャル・ペーパー 374,966

債権流動化に伴う支払債務 27,623

リ ー ス 債 務 8,363

未 払 金 13,675

未 払 費 用 1,052

未 払 法 人 税 等 956

賃 貸 料 等 前 受 金 6,564

預 り 金 17,942

前 受 収 益 48

割 賦 未 実 現 利 益 8,540

賞 与 引 当 金 1,180

役 員 賞 与 引 当 金 21

そ の 他 320

固 定 負 債 484,038

社 債 80,000

長 期 借 入 金 345,989

債権流動化に伴う長期支払債務 45,364

退 職 給 付 引 当 金 3,957

預 り 保 証 金 7,533

そ の 他 1,192

負 債 合 計 1,213,148

純 資 産 の 部

株 主 資 本 174,555

資 本 金 32,000

資 本 剰 余 金 66,264

資 本 準 備 金 30,000

そ の 他 資 本 剰 余 金 36,264

利 益 剰 余 金 76,290

利 益 準 備 金 412

そ の 他 利 益 剰 余 金 75,878

繰 越 利 益 剰 余 金 75,878

評価・換算差額等 2,972

その他有価証券評価差額金 3,045

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △73

純 資 産 合 計 177,527

資 産 合 計 1,390,676 負 債 純 資 産 合 計 1,390,676
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損 益 計 算 書

（2018年４月１日から
2019年３月31日まで） (単位：百万円)

科 目 金 額

売 上 高

リ ー ス 売 上 高 308,817

割 賦 売 上 高 22,513

フ ァ イ ナ ン ス 収 益 5,167

そ の 他 の 売 上 高 8,332 344,830

売 上 原 価

リ ー ス 原 価 286,378

割 賦 原 価 20,924

フ ァ イ ナ ン ス 原 価 119

資 金 原 価 4,692

そ の 他 の 売 上 原 価 6,665 318,781

売 上 総 利 益 26,049

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 14,941

営 業 利 益 11,107

営 業 外 収 益

受 取 利 息 1,052

有 価 証 券 利 息 61

受 取 配 当 金 2,814

そ の 他 205 4,133

営 業 外 費 用

支 払 利 息 1,192

社 債 発 行 費 149

為 替 差 損 1,255

そ の 他 0 2,597

経 常 利 益 12,643

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 0

投 資 有 価 証 券 売 却 益 82 82

特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 1

減 損 損 失 0

関 係 会 社 株 式 評 価 損 3

関 係 会 社 整 理 損 5

ゴ ル フ 会 員 権 売 却 損 2 13

税 引 前 当 期 純 利 益 12,712

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 3,309

法 人 税 等 調 整 額 348 3,657

当 期 純 利 益 9,054
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株主資本等変動計算書

（2018年４月１日から
2019年３月31日まで） (単位：百万円)

　

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合 計資本準備金

そ の 他
資本剰余金

資本剰余金
合 計

利益準備金

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 32,000 30,000 36,264 66,264 412 73,689 74,101 172,366

(当事業年度中の変動額)

剰 余 金 の 配 当 　 　 　 　 　 △6,865 △6,865 △6,865

当 期 純 利 益 　 　 　 　 　 9,054 9,054 9,054

株主資本以外の項目
の 当 事 業 年 度 中
の変動額（純額)

　 　 　 　 　 　 　 　

当事業年度中の変動額合計 － － － － － 2,189 2,189 2,189

当 期 末 残 高 32,000 30,000 36,264 66,264 412 75,878 76,290 174,555

評価・換算差額等

純資産合計そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 4,261 △101 4,159 176,526

(当事業年度中の変動額)

剰 余 金 の 配 当 　 　 　 △6,865

当 期 純 利 益 　 　 　 9,054

株主資本以外の項目
の 当 事 業 年 度 中
の変動額（純額)

△1,215 28 △1,187 △1,187

当事業年度中の変動額合計 △1,215 28 △1,187 1,001

当 期 末 残 高 3,045 △73 2,972 177,527
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個別注記表
　
　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　
(重要な会計方針に係る事項に関する注記)
１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

　 子会社及び関連会社株式………… 移動平均法による原価法

　 その他有価証券

　 時価のあるもの………………… 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

　 時価のないもの………………… 移動平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合に類する組合への出資（金融商品

取引法第２条第２項により有価証券とみなされるもの）につい

ては、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最

近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によ

っております。

(2) デリバティブ……………………… 時価法

２．固定資産の減価償却の方法

　(1) 賃貸資産

見積賃貸期間を償却年数とし、見積賃貸期間終了時に見込まれる処分価額を残存価額として、当

該期間内に定額で償却する方法を採用しております。

一部の賃貸資産については、有形固定資産は定率法を採用しております。また、無形固定資産は

定額法を採用しております。

　(2) その他の固定資産

有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降取得した建物附属設備については、

定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ３年～18年

器具備品 ２年～20年

無形固定資産

定額法を採用しております。ただし、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可

能期間（５年）に基づく定額法によっております。

３．繰延資産の処理方法

社債発行費

支出時に全額を費用処理しております。

４．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益に計上してお

ります。

５．引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については倒産確率を基礎として算定した率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し

ております。

なお、破産更生債権等については、債権額から回収が可能と認められる額を控除した残額を取立

不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は2,331百万円であります。
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　(2) 賞与引当金

従業員の賞与の支給に充てるため、翌期支給見込額のうち当期に対応する額を計上しておりま

す。

　(3) 役員賞与引当金

役員の賞与の支給に充てるため、翌期支給見込額のうち当期に対応する額を計上しております。

　(4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、期末日における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき当

期末において発生していると認められる額を計上しております。

過去勤務費用については、発生年度に全額一括処理しております。

数理計算上の差異については、発生時の従業員の平均残存勤務年数（13年～16年）による定額法

により翌期から費用処理しております。

６．収益及び費用の計上基準

　(1) リース取引の会計処理

① ファイナンス・リース取引に係る売上高及び原価の計上基準

リース料を収受すべき時にリース売上高とリース原価を計上する方法によっております。

② オペレーティング・リース取引に係る売上高の計上基準

リース契約期間に基づくリース契約上の収受すべき月当たりのリース料を基準として、その経

過期間に対応するリース料を計上しております。

　(2) 割賦販売取引の会計処理

割賦販売取引は、商品の引渡時にその契約高の全額を割賦債権に計上し、支払期日到来の都度、

割賦売上高及びそれに対応する割賦原価を計上しております。

期日未到来の割賦債権に対応する割賦未実現利益は繰延処理しております。

なお、一部の割賦販売取引については、利息相当額を売上高として各期に配分する方法によって

おります。

　(3) 金融費用の計上方法

総資産を営業取引に基づく資産とその他の資産に区分し、その資産残高を基準として営業資産に

対応する金融費用は資金原価として売上原価に、その他の資産に対応する金融費用を営業外費用

に計上しております。

資金原価は、営業資産にかかる金融費用から対応する受取利息等を控除して計上しております。

７．ヘッジ会計の方法

　(1) ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジを採用しております。なお、特例処理の要件を満たしている金利スワップについては

特例処理を採用しております。

　(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

　金利スワップ取引

ヘッジ対象

　営業貸付金及び借入金

　リース債権及びリース投資資産

　(3) ヘッジ方針及びヘッジ有効性評価の方法

資産及び負債から発生する金利変動リスクをヘッジし、資産・負債・損益を総合的に管理（ALM）

し、安定した収益を確保する目的で、経営会議で定められた社内規程に基づきデリバティブ取引

を行っております。

ヘッジの開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動及

びキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、両者の変動額を基礎として判断しております。

特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。
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８．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　(1) 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

　(2) 退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類における会計処理の

方法と異なっております。

(表示方法の変更)
貸借対照表

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）に伴う、

「会社法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号 平成30年３月26日）を

当事業年度から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示する方法に変更しました。

この結果、前事業年度において「流動資産」に区分しておりました「繰延税金資産」（前事業年度

3,216百万円）は、当事業年度においては「投資その他の資産」の「繰延税金資産」3,423百万円に含

めて表示しております。

(貸借対照表に関する注記)
１．担保に供している資産及び対応する債務

　(1）担保に供している資産

リ ー ス 債 権 44,054百万円

リ ー ス 投 資 資 産 17,910百万円

営 業 貸 付 金 25,184百万円

そ の 他 の 営 業 貸 付 債 権 10,656百万円

投 資 有 価 証 券 1,053百万円

そ の 他 （投 資 そ の 他 の 資 産） 15百万円

合 計 98,875百万円

　(2）担保提供資産に対応する債務

１ 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 6,677百万円

債 権 流 動 化 に 伴 う 支 払 債 務 27,623百万円

長 期 借 入 金 3,191百万円

債権流動化に伴う長期支払債務 45,364百万円

合 計 82,857百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額

賃 貸 資 産 の 減 価 償 却 累 計 額 20,920百万円

社 用 資 産 の 減 価 償 却 累 計 額 921百万円

３．保証債務等

　 他の会社の金融機関からの借入債務等に対する保証

JA Mitsui Leasing Capital Corporation 109,442百万円

PT. Mitsui Leasing Capital Indonesia 50,551百万円

JA Mitsui Leasing Singapore Pte.Ltd. 24,465百万円

Altair Lines S.A. 16,882百万円

その他 13,323百万円

合 計 214,665百万円
　

― 35 ―



４．リース債権・リース投資資産の内訳

リ ー ス 債 権 リース投資資産

債 権 額 200,064百万円 584,594百万円

見 積 残 存 価 額 －百万円 25,538百万円

受 取 利 息 相 当 額 17,991百万円 43,566百万円

合 計 182,073百万円 566,567百万円

５．営業債権に係る預り手形

割 賦 債 権 に 係 る 預 り 手 形 5,377百万円

リ ー ス 債 権 に 係 る 預 り 手 形 0百万円

リース投資資産に係る預り手形 457百万円

その他の営業貸付債権に係る預り手形 20,808百万円

６．未経過リース期間に係るオペレーティング・リース契約債権

そ の 他 の リ ー ス 契 約 債 権 8,806百万円

７．１年を超えて入金期日の到来する営業債権

割 賦 債 権 59,237百万円

リ ー ス 債 権 113,635百万円

リ ー ス 投 資 資 産 390,985百万円

営 業 貸 付 金 78,731百万円

そ の 他 の 営 業 貸 付 債 権 34,030百万円

未経過リース期間に係るオペレーティング・リース契約債権 6,057百万円

合 計 682,677百万円

８．関係会社に対する金銭債権債務

短 期 金 銭 債 権 189,611百万円

長 期 金 銭 債 権 21,890百万円

短 期 金 銭 債 務 64,217百万円

長 期 金 銭 債 務 26,100百万円
　
９．期末日満期手形

期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当事業

年度の末日は金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が当事業年度末残高に含まれてお

ります。

割 賦 債 権 に 係 る 預 り 手 形 159百万円

リ ー ス 債 権 に 係 る 預 り 手 形 0百万円

リース投資資産に係る預り手形 10百万円

その他の営業貸付債権に係る預り手形 800百万円

そ の 他 の 預 り 手 形 100百万円
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(損益計算書に関する注記)
１．関係会社との取引高

営業取引による取引高

売 上 高 2,311百万円

売 上 原 価 493百万円

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 △560百万円

営業取引以外の取引高 3,734百万円

２．資金原価の内訳

支 払 利 息 等 5,427百万円

受 取 利 息 等 △734百万円

差 引 4,692百万円

(税効果会計に関する注記)
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　 繰延税金資産

減 価 償 却 超 過 額 1,438百万円

退 職 給 付 引 当 金 1,211百万円

貸 倒 引 当 金 1,092百万円

関 係 会 社 株 式 700百万円

賞 与 引 当 金 361百万円

そ の 他 931百万円

繰 延 税 金 資 産 小 計 5,736百万円

評 価 性 引 当 額 △894百万円

繰 延 税 金 資 産 合 計 4,842百万円

　 繰延税金負債

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △1,317百万円

そ の 他 △100百万円

繰 延 税 金 負 債 合 計 △1,418百万円

繰延税金資産の純額 3,423百万円

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法 定 実 効 税 率 30.6％

(調整)

　受 取 配 当 金 等 の 永 久 差 異 △3.0％

　源 泉 税 0.2％

　住 民 税 均 等 割 0.5％

　そ の 他 0.4％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 28.7％

(リースにより使用する固定資産に関する注記)
貸借対照表に計上した固定資産のほか、リース契約により使用している情報機器及び車両がありま

す。
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(関連当事者との取引に関する注記)
１．親会社及び法人主要株主等

種 類 会社等の名称
議決権等の
所有(被所有)

割合

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科 目
期末残高
(百万円)

その他の
関係会社

農林中央金庫 被所有
直接 33.40％

資金の借入
役員の兼任

事業資金の借入
(注１)

302,096 短期借入金 38,644
１年内返済
予定の長期
借入金

7,750

長期借入金 26,100
借入利息の支払 335 未払費用 5

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注１) 利率等は、一般的取引条件によっております。

　
２．子会社等

種 類 会社等の名称
議決権等の
所有(被所有)

割合

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科 目
期末残高
(百万円)

子会社 近畿総合リース㈱ 所有
直接 94.92％

資金の貸付
役員の兼任

事業資金の貸付
(注１)
利息の受取

195,700

57

短期貸付金
未収収益

19,700
1

子会社 JA三井リース九州㈱ 所有
直接 100％

資金の貸付 事業資金の貸付 333,170 短期貸付金 32,510
役員の兼任 (注１) 長期貸付金 2,450

利息の受取 121 未収収益 0
子会社 ＪＡ三井リースオート㈱ 所有

直接 100％
資金の貸付
役員の兼任

事業資金の貸付
(注１)
利息の受取

514,300

167

短期貸付金
未収収益

52,300
2

子会社 ＪＡ三井リース建物㈱ 所有
直接 100％

資金の貸付
役員の兼任

事業資金の貸付
(注１)
利息の受取

689,300

298

短期貸付金
長期貸付金
未収収益

64,060
11,800

4
子会社 JA Mitsui

Leasing
Capital
Corporation

所有
間接 100％

債務保証 債務保証(注２)
保証料の受取

109,442
94

─
未収収益

─
27

子会社 PT.Mitsui
Leasing
Capital
Indonesia

所有
直接 85.00％
間接 14.99％

債務保証 債務保証(注２)
保証料の受取

50,551
51

─
未収収益

─
12

子会社 JA Mitsui
Leasing
Singapore
Pte.Ltd.

所有
直接 100％

債務保証 債務保証(注２)
保証料の受取

24,219
24

─
未収収益

─
6

子会社 Altair Lines S.A. 所有
直接 100％

資金の貸付 事業資金の貸付 10,875 短期貸付金 9,359
債務保証 (注１) 長期貸付金 6,713

利息の受取 268 未収収益 10
債務保証(注２) 16,882 ─ ─
保証料の受取 18 未収収益 8

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注１) 事業資金の貸付の条件は、市場金利を勘案して決定しております。
(注２) 債務保証については、銀行借入に対して行ったものであり、市場金利を勘案し合理的に保証

料率を決定しております。
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３．兄弟会社等

種 類 会社等の名称
議決権等の

所有(被所有)
割合

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科 目
期末残高
(百万円)

その他の関
係会社の子
会社

三井物産プラ
ントシステム
㈱

なし 設備のリース リース料の受取
(注１)

3,796 リース投資資
産

19,274

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注１) リース取引の条件は、市場金利等を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。

(１株当たり情報に関する注記)
１. １株当たり純資産額 3,603円71銭

２. １株当たり当期純利益 122円65銭

(重要な後発事象に関する注記)
共通支配下の取引等

当社は、2018年12月27日開催の取締役会におきまして、2019年４月１日を効力発生日として、当社の事

業のうち九州地域における機械設備等各種物品のリース、割賦、ファイナンス及び各事業に関連するサ

ービス等の事業につき、ＪＡ三井リース九州株式会社に承継させる吸収分割契約を締結することを決議

し、同日これを締結いたしました。

１．吸収分割の目的

当社グループでは、前事業年度より開始した中期経営計画「Real Change 2020」に沿って、国内営

業基盤の収益力強化を進めており、当社グループの九州地域における営業推進強化に向け、効率的

かつ最適な事業運営体制を確立するための施策として、当社の九州地域における機械設備等各種物

品のリース、割賦、ファイナンス及び各事業に関連するサービス等の事業について、ＪＡ三井リー

ス九州株式会社に承継させることといたしました。

２．会社分割の方法、吸収分割に係る割当ての内容その他の吸収分割契約の内容

(1) 会社分割の方法

当社を吸収分割会社とし、ＪＡ三井リース九州株式会社を承継会社とした吸収分割方式

(2) 吸収分割に係る割当ての内容

本吸収分割に際し、ＪＡ三井リース九州株式会社は同社が保有する自己株式全株（8,493株）を

当社に対して交付します。

(3) 吸収分割日

2019年４月１日

(4) 分割する資産、負債の状況（2019年３月31日現在）

資産 金額(百万円) 負債 金額(百万円)

流動資産 43,398 流動負債 38,445

固定資産 377 固定負債 20

合計 43,775 合計 38,466

３．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成31年１月16日）及び「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成31年１月16日）

に基づき、共通支配下の取引として処理いたします。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

謄 本

独立監査人の監査報告書

2019年５月21日

ＪＡ三井リース株式会社

取 締 役 会 御中

有限責任監査法人 トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 吉田波也人 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 井 上 雅 彦 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 青 木 裕 晃 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ＪＡ三井リース株式会社の2018年４月１

日から2019年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益

計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結

計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運

用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に

対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を

実施することを求めている。

― 40 ―



　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施

される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽

表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について

意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた

適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討

する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行わ

れた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準に準拠して、ＪＡ三井リース株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書

類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認め

る。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書

謄 本

独立監査人の監査報告書

2019年５月21日

ＪＡ三井リース株式会社

取 締 役 会 御中

有限責任監査法人 トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 吉田波也人 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 井 上 雅 彦 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 青 木 裕 晃 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ＪＡ三井リース株式会社の2018年

４月１日から2019年３月31日までの第11期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算

書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算

書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重

要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と

判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びそ

の附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及び

その附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画

を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するた

めの手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及

びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的

は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書

の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方

針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及

びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益

の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書

謄 本

監 査 報 告 書

　当監査役会は、2018年４月１日から2019年３月31日までの第11期事業年度の取締役の職務の執行

に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のと

おり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ

いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受

け、必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従

い、取締役、内部監査部門その他使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査環境の整備

に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につい

て報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業

所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、常勤監査役

が重要な子会社の監査役を兼務し、重要な子会社の取締役会に出席するほか、子会社の取締

役等と意思疎通及び情報交換を図り、必要に応じて子会社及び関係部門の取締役等から事業

の報告を受け、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしまし

た。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する

ための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために

必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取

締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）の構築及

び運用の状況を監視及び検証するとともに、取締役及び使用人等に必要に応じて説明を求

め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証す

るとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を

求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体

制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10

月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求め

ました。
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株

主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照

表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果

　(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告は法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認

められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部

統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき

事項は認められません。

　(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人（有限責任監査法人トーマツ）の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人（有限責任監査法人トーマツ）の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2019年５月29日

ＪＡ三井リース株式会社 監査役会

常勤監査役 渡 邉 邦 夫 ㊞

常勤監査役 渡 邊 哲 也 ㊞

監 査 役 塚 本 英 巨 ㊞

(注) 常勤監査役 渡邉邦夫、渡邊哲也及び監査役 塚本英巨は、会社法第２条第16号及び第335条

第３項に定める社外監査役であります。

以 上
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事 業 所

本 社 〒104-0061 東京都中央区銀座8-13-1（銀座三井ビルディング）
TEL：03（6775）3000㈹ FAX：03（6775）3795

札 幌 支 店 〒060-0002 札幌市中央区北二条西4-1（札幌三井JPビルディング）
TEL：011（213）3291㈹ FAX：011（221）8740

盛 岡 支 店 〒020-0022 盛岡市大通1-2-1（岩手県産業会館）
TEL：019（622）4573㈹ FAX：019（622）6132

仙 台 支 店 〒980-0811 仙台市青葉区一番町4-6-1（仙台第一生命タワービル）
TEL：022（263）5882㈹ FAX：022（263）5884

宇都宮支店 〒320-0811 宇都宮市大通り2-1-5（明治安田生命宇都宮大通りビル）
TEL：028（637）1910㈹ FAX：028（637）3432

さいたま支店 〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町1-7-5（大宮ソニックシティ）
TEL：048（645）7131㈹ FAX：048（645）7130

長 野 支 店 〒380-0823 長野市南千歳1-12-7（新正和ビル）
TEL：026（229）7211㈹ FAX：026（229）7214

新 潟 支 店 〒951-8068 新潟市中央区上大川前通6番町1214-2（大同生命新潟ビル）
TEL：025（222）2266㈹ FAX：025（222）0683

金 沢 支 店 〒920-0869 金沢市上堤町1-12（金沢南町ビルディング）
TEL：076（221）5121㈹ FAX：076（221）2346

静 岡 支 店 〒422-8067 静岡市駿河区南町18-1（サウスポット静岡）
TEL：054（289）1369㈹ FAX：054（289）1398

名古屋支店 〒460-0008 名古屋市中区栄2-3-6（NBF名古屋広小路ビル）
TEL：052（201）6825㈹ FAX：052（201）6827

大阪第一部
大阪第二部
大阪第三部
大阪メディカル営業部

〒530-0005 大阪市北区中之島2-3-33（大阪三井物産ビル）
TEL：06（6202）9750㈹ FAX：06（6202）9749

岡 山 支 店 〒700-0826 岡山市北区磨屋町9-18（農業会館）
TEL：086（223）2991㈹ FAX：086（223）4746

広 島 支 店 〒730-0051 広島市中区大手町2-7-10（広島三井ビル）
TEL：082（246）2021㈹ FAX：082（246）1820

高 松 支 店 〒760-0023 高松市寿町2-2-7（いちご高松ビル）
TEL：087（822）1145㈹ FAX：087（822）1245
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海 外 支 店
台 北 支 店 台北市大安区敦化南路2段97号21F

TEL：（886-2）2754-5978㈹ FAX：（886-2）2754-5976

国 内 子 会 社

ＪＡ三井リースオート株式会社

〒104-0061 東京都中央区銀座8-13-1（銀座三井ビルディング）

ＪＡ三井リース建物株式会社

〒104-0061 東京都中央区銀座8-13-1（銀座三井ビルディング）

ＪＡ三井リースアセット株式会社

〒104-0061 東京都中央区銀座8-13-1（銀座三井ビルディング）

協同ライフケア株式会社

〒104-0061 東京都中央区銀座8-13-1（銀座三井ビルディング）

ＪＡ三井リース九州株式会社

〒812-0027 福岡市博多区下川端町2-1（博多座・西銀ビル）

近畿総合リース株式会社

〒530-0005 大阪市北区中之島2-3-33（大阪三井物産ビル）

海 外 子 会 社

JA Mitsui Leasing Capital Corporation

286 Madison Ave., 12th Floor, New York, NY 10017, U.S.A.

PT. Mitsui Leasing Capital Indonesia

Plaza Bank Index, 11th Floor, Suite 1106, Jl. M. H. Thamrin

Kav.57, Jakarta 10350, Indonesia

JA Mitsui Leasing Singapore Pte. Ltd.

1 Raffles Place, #18-02 One Raffles Place, Singapore 048616
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